
 

熊谷市大沼
おおぬま

県自然環境保全地域 

 

１ 指 定 理 由 

 

  本地域は、江南台地のほぼ中央部にあって、面積３ヘクタール程の池沼、

大沼と天然性のアカマツ林からなっている。本地域のアカマツ林は、アカマ

ツーヤマツツジ群集下位単位ヒサカキ亜群集のネジキ型で、自然性の高い状

態を維持しており、自然植生の極めて少ない埼玉県北部としては貴重な存在

となっている。したがって、本地域は埼玉県自然環境保全条例第１４条第１

項第２号の「すぐれた天然林が相当部分を占める森林の区域」に該当する。 

 

２ 保 全 区 域 

 

 イ 所 在 地 熊谷市小江川字大犬塚、須賀広大犬塚及び字西原並びに柴字

下原及び字塚越の各一部 

 ハ 面 積 10.00ヘクタール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


